
▼
京
都
府
社
協
の
５
年
間
の
方
向
性

を
示
す
第
４
次
中
期
計
画
が
完
成
し

た
。
策
定
に
あ
た
り
ご
指
導
な
ら
び

に
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
▼
い

ま
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

2
0
2
5
年
を
見
据
え
て
社
会
保
障

や
社
会
福
祉
が
大
き
く
変
化
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

府
社
協
の
役
割
や
な
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
す
る

作
業
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な

感
想
で
あ
る
▼
計
画
の
中
で
５
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
十
分
に
描
け
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
も
言
い
難

い
。
が
、
策
定
の
過
程
で
、
職
員
同
士
が
仕
事
の

中
で
感
謝
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
合
っ
た

り
、「
1
0
0
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
」と
題
し
関
係
す

る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
方
々
が
挑
戦

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
府
社
協
へ
の
期
待
に
つ
い
て

お
話
を
伺
っ
た
こ
と
は
、
府
社
協
は「
誰
の
た
め

に
、何
の
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の
か
」を
考
え
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
▼
元
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
岩
田
松
雄
氏
は
著
書
の
な
か
で「
明
確
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
追
及
し
て
い
る
企
業
に
は

強
い
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
▼
私

た
ち
も
、
第
４
次
中
期
計
画
に
掲
げ
た
理
念
や
役

割
を
真
摯
に
追
及
し
、
計
画
に
も
と
づ
く
事
業
展

開
を
図
ろ
う
と
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。
こ
の
５

年
は
、府
民
や
関
係
者
の
皆
様
か
ら「
府
社
協
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
府
社
協

づ
く
り
の
５
年
間
で
も
あ
る
。 

（
Ｔ
Ｔ
）

●位髙新会長就任挨拶
●つながりをとおして、
　だれもが尊厳をもって生きることができる京都をめざします
京都府社協第４次中期計画スタート！
●平成26年度
京都府社会福祉協議会事業・決算報告
●夢中！ 熱中！ ふくしびと

相談中の大東さん
南丹市社会福祉協議会
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こ
の
た
び
、
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
位
髙
光
司
で
ご
ざ

い
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
と
致
し
ま
し
て
は
、
福
祉
の
問
題
に
直

接
携
わ
る
の
は
今
回
初
め
て
で
あ
り
ま
す
が
、

10
年
間
に
わ
た
る
会
社
経
営
の
経
験
の
中
で
、

障
害
者
雇
用
の
問
題
等
福
祉
の
問
題
に
係
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
も
生
か
し
、
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽

く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
日
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
厳

し
い
雇
用
経
済
情
勢
の
も
と
、住
民
同
士
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
、孤
立
死
や
生
活
困
窮
者
の

増
加
な
ど
、地
域
社
会
に
お
い
て
多
様
な
生
活

課
題
が
複
雑
化
、
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
へ
の
対
応
と
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
10
年
後
の
社
会
保

障
の
整
備
を
め
ざ
し
て
、
今
年
度
は
、
介
護

保
険
制
度
の
改
正
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
施
行
、
社

会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
に
関
す
る
社
会
福
祉

法
の
改
正
な
ど
、
大
き
な
転
換
が
図
ら
れ
る

節
目
の
１
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
に
、
会
長
と
い
う
大
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、第
４
次
中
期
計
画

の
ス
タ
ー
ト
年
と
な
っ
て
お
り
、「
つ
な
が
り
を

と
お
し
て
、
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
京
都
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、幅

広
い
方
々
と
の
協
働
に
よ
り
、生
活
困
窮
や
社

会
的
孤
立
を
は
じ
め
と
す
る
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
、
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
業

績
を
継
承
し
、
微
力
な
が
ら
皆
様
方
と
連

携
・
協
働
し
て
、
京
都
府
の
地
域
福
祉
の
向

上
に
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

位
髙
新
会
長
就
任
挨
拶

「
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
京
都
」の
実
現
を
め
ざ
し
て 

平
成
27
年
４
月
16
日

京都府社会福祉協議会会長

位髙 光司　いたか こうし

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京都府社会福祉協議会会長

位髙 光司

新人紹介
京都府福祉人材・研修センターに配属された嘱託職員

総務部、福祉部に配属された嘱託職員
左から

瀬川桂子（福祉経営推進室）
片山愛望（ きょうと高齢者・障害

者生活支援センター）

松本佐保（民生課）
太田有香（ 地域福祉・ボランティ

ア活動振興課）

川崎典雄（民生課）

左から

原 伸子（ 処遇改善・スキルアップ
支援事業担当）

足立百合佳（ 潜在有資格者再就
業支援事業担当）

藤田智史（ 福祉人材マッチング
支援事業担当）

津田 瞳（ 保育人材マッチング支
援事業担当）

　こちらの職場に来て早くも３ヶ月が過ぎ
ようとしています。
　福祉の現場と求職者を結び、求職者の皆さ
んがその特技を活かし、いきいきと輝く福祉・介護の働く
場づくりのお手伝いができればと考えております。
　そのため福祉人材・研修センター職員一同が力をあわせ
ていけるよう努力をしてまいりますので、皆様のご協力を
お願いします。

　４月１日付けで京都府福祉人材・研修セン
ターの研修課でお世話になることになりま
した。

　研修事業を通して、福祉を支えて下さる方々に福祉の楽
しさや魅力を発信し、その先に「安心」や「幸せ」が育つよ
う、日々の業務に取り組んでいきたいと思います。皆様か
らのご指導、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上
げます。

京都府福祉人材・研修センター所長　齊
さいとう
藤 近

ちか し
滋

研修課　主事　西
にしむら
村 加

か な
那

　
本
会
で
は
平
成
16
年
度
か
ら
３
期
に
渡
り

中
期
計
画
を
定
め
て
き
ま
し
た
。今
回
の
計
画

期
間
は
、団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る
平
成

35
年
に
向
け
て
社
会
保
障
の
見
直
し
が
進
む
、

そ
の
折
り
返
し
へ
の
５
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
の
見
直
し
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
本
会
を
は
じ
め
す

べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
に
お
い
て
運
営
も
一

層
の
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各

地
域
で
は
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
公
益
的
な

活
動
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
計
画
の
期
間
中
に
は
、
民
生

委
員
制
度
1
0
0
年
、
共
同
募
金
運
動
70
回

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、こ
の
計
画
は
、今

日
の
地
域
福
祉
課
題
に
対
し
て
本
会
が
果
た

す
役
割
や
取
り
組
み
の
方
向
を
示
す
も
の
と

し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　
上
野
谷
加
代
子
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
社
協
や
施
設
、
企
業
C
S
R
の
関
係

者
に
よ
る
提
言
委
員
会
を
設
け
、
本
会
に
対

す
る
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
局
職
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い

を
計
画
に
生
か
す
た
め
、
仕
事
で
喜
ん
で
も

ら
っ
た
経
験
を
話
し
合
っ
た
り
、
関
係
す
る

方
々
に
府
社
協
へ
の
期
待
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
な
ど
職
員
参
加
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

①
基
本
理
念

　
基
本
理
念
に
あ
る〝
つ
な
が
り
を
と
お
し

て
〞に
は
、地
域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
は
も
と
よ
り
、
本
会
と
関
係
す
る
方
々

や
機
関
・
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
力
に
す
る

と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

　「
尊
厳
」を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
職
員
の

総
意
か
ら
、〝
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き

る
こ
と
が
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
〞を
本
会
の

め
ざ
す
福
祉
の
姿
と
し
ま
し
た
。

②
５
つ
の
役
割

　
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
本
会
の
役
割
と

し
て
、市
町
村
社
協
、民
生
委
員
、社
会
福
祉

施
設
と
の
協
働
と
と
も
に
、
広
域
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
力
と
し
て
府
域
の
福
祉
機
関
や
当

事
者
組
織
、
ま
た
福
祉
領
域
に
と
ど
ま
ら
な

い
幅
広
い
関
係
機
関
と
の
連
携
と
協
働
に
よ

る
地
域
福
祉
の
推
進
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
権
利
擁
護
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
、福
祉
・
介
護
職
場
と
の
協
働
に
よ
る
人
材

の
確
保
・
定
着
・
育
成
、
社
協
や
施
設
、
地

域
住
民
等
に
よ
る
福
祉
実
践
の
価
値
と
魅
力

の
発
信
、
福
祉
課
題
の
集
約
と
そ
の
解
決
に

向
け
た
提
言
を
役
割
と
し
ま
す
。

①
発
揮
す
る
機
能（
新
し
い
設
定
）

　
協
働
、
情
報
の
収
集
と
発
信
、
提
言
の
３

つ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
府
社

協
の
存
在
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

②
事
業
展
開
の
柱（
改
定
）

　
第
３
次
中
期
計
画
で
の
重
点
課
題
か
ら
発

展
さ
せ
た
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
● 

生
活
困
窮
者
等
の
自
立
支
援（
個
別
支

援
）と
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み

（
地
域
支
援
）を
一
体
的
に
推
進
す
る
。

　
● 

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働
の
促
進

を
事
業
展
開
の
柱
に
掲
げ
た
。

　
● 

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
時

の
被
災
者
・
被
災
地
の
思
い
に
添
っ
た

支
援
活
動
を
事
業
展
開
の
柱
に
掲
げ
た
。

　
● 

広
域
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
役
割

を
発
揮
す
る
た
め
、
幅
広
い
協
働
に
よ

る
事
業
展
開
を
位
置
付
け
た
。

③
組
織
基
盤
強
化
計
画（
充
実
・
継
続
）

　
組
織
基
盤
の
強
化
と
し
て
、
今
日
的
な
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
会
員
制
度
の
充
実
を

図
る
こ
と
や
、
機
動
的
か
つ
機
能
的
な
執
行

体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
役
員
構
成
・
定
数

を
見
直
し
ま
す
。
ま
た
、職
員
の
行
動
指
針
の

策
定
や
情
報
発
信
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
財
政
基
盤
の
強
化
で
は
、
組
織
を
支
え
る

財
政
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

つながりをとおして、
だれもが尊厳をもって生きることができる京都をめざします

京都府社協第４次中期計画スタート！

1
計
画
の
背
景
と
趣
旨

　本会では、今年度から平成31年度までの５年間を計画期間とする第４次中期計
画を定めました。生活困窮や社会的孤立の広がり、福祉・介護人材の不足など、今
日の社会福祉・地域福祉をめぐっては厳しい状況にありますが、つながりをとおし
て、だれもが尊厳をもって生きていくことができる福祉のまちづくりをめざします。
　計画の実行にあたり、みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

2
策
定
の
方
法

3
基
本
理
念
と
役
割

4
５
年
間
で

推
進
す
る
こ
と

3 京都の福祉　vol.547 2京都の福祉　vol.547
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3

孤
立
を
見
逃
さ
ず
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

「
絆
ネ
ッ
ト
」の
推
進

　
孤
立
し
が
ち
な
人
を
見
逃
さ
ず
自
立
し

た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
小
地
域
福

祉
活
動
や
サ
ロ
ン
、
地
域
の
幅
広
い
関
係

者
等
に
よ
る「
絆
ネ
ッ
ト
」を
市
町
村
社
協

と
協
働
し
て
推
進
し
ま
し
た
。

●  

訪
問
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
強
化
支
援

事
業
の
実
施
と
絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事

業（
府
か
ら
市
町
村
へ
の
補
助
事
業
）を

活
用
し
た
絆
ネ
ッ
ト
の
推
進
。

●  「
街
な
ら
で
は
田
舎
な
ら
で
は
の
ご

当
地
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
、「
第
３
回

き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
者
交
流

会
」
を
市
町
村
社
協
連
合
会
と
共
催
し
、

5
5
0
人
の
参
加
者
が
実
践
交
流
。

●  

社
会
的
包
摂
を
め
ざ
す
福
祉
教
育
の
推

進
の
た
め「
コ
ン
フ
リ
ク
ト（
知
ら
な
い

こ
と
か
ら
生
じ
る
地
域
の
排
除
）」
を

テ
ー
マ
に
講
座
を
開
催
。

●  

多
様
な
世
代
の
人
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
の
促
進
を
目
指
し
、「
新
し
い

仲
間
・
共
感
者
の
参
加
を
考
え
る
つ
ど

い
」
の
開
催
、
多
様
な
世
代
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。

●  

介
護
保
険
制
度
改
正
へ
の
対
応
協
議
の

た
め
、
市
町
村
社
協
事
務
局
長
に
よ
る

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
実
施
。

生
活
困
窮
者
等
の
自
己
実
現
と
自
立
支
援

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
を
中
心
に
、

生
活
困
窮
者
の
経
済
的
生
活
支
援
及
び
就

労
へ
の
橋
渡
し
を
柱
と
し
た
事
業
を
展
開

し
ま
し
た
。

●  

生
活
福
祉
資
金
及
び
臨
時
特
例
つ
な
ぎ

資
金
の
貸
付
総
件
数
は
、
2
6
0
0
件

（
前
年
度
2
5
3
2
件
）と
前
年
度
よ
り

増
加
。

●  

総
合
支
援
資
金
の
貸
付
が
ピ
ー
ク
時
の

10
分
の
１
以
下
に
減
少
し
た
一
方
で
、

福
祉
資
金
・
教
育
支
援
資
金
が
大
幅
に

増
加
。

●  

全
府
的
な
償
還
支
援
・
促
進
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
福
祉
資
金
・
教
育
支
援
資

金
の
現
年
度
償
還
率
が
、前
年
度
の
69
・

6
%
か
ら
71
・
4
%
に
上
昇
。

●  

各
関
係
機
関
と
協
働
し
、
生
活
困
窮
者

等
の
自
立
支
援
を
目
指
す
相
談
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
。

府
民
の
生
活
を
支
え
る
権
利
擁
護

　
情
報
が
届
き
に
く
い
人
へ
の
的
確
な
情

報
提
供
、
生
活
を
総
合
的
に
支
え
る
取
り

組
み
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
か
ら
の
苦

情
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
へ
の
啓

発
等
を
推
進
し
ま
し
た
。

◇
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
）

●  

新
規
利
用
者
数
は
1
9
3
人
、
延
べ
利

用
者
数
は
1
4
4
9
人
で
、
前
年
度
比

12
・
3
％
増
。

●  

利
用
契
約
者
の
90
％
を
生
活
保
護
世
帯
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
が
占
め
る
。
ま
た
、

解
約
者
の
約
24
％
が
後
見
制
度
利
用
へ
。

●  

総
合
相
談
・
生
活
支
援
活
動
の
一
環
と

し
て
位
置
付
け
て
展
開
。
社
協
の
法
人

後
見
に
つ
い
て
も
検
討
。

◇
運
営
適
正
化
委
員
会
事
業

●  

苦
情
件
数
は
1
4
4
件（
前
年
度
比

1
4
5
％
）、
問
合
せ
件
数
は
92
件（
前

年
度
比
66
％
）。

●  

相
対
的
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
苦
情
が
多
く
、
苦
情
内
容
で
は
「
職

員
の
接
遇
」「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」
に

関
す
る
も
の
が
多
い
。

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
・
決
算
報
告

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
第
3
次
中
期
計
画
」

に
掲
げ
る
5
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、平
成

26
年
度
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。計
画
に
お
け
る
重
点

事
業
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
と
特
徴
を
ご
報
告
し
ま
す
。

平成
26年度

5つのアクションプランに基づく重点事業
　
役
割

① 

市
町
村
社
協
や
民
生
児
童
委
員
、
社

会
福
祉
施
設
な
ど
第
一
線
の
人
た
ち

と
協
働
し
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

② 

広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
発
揮

し
、
地
域
福
祉
の
諸
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

③ 

府
民
の
権
利
を
擁
護
し
、サ
ー
ビ
ス
・

支
援
の
質
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

④ 

福
祉
・
介
護
職
場
と
協
働
し
、
人
材

の
確
保
・
定
着
と
、
や
り
が
い
・
専

門
性
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤ 

福
祉
実
践
の
価
値
・
魅
力
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
福
祉
課
題
を
集
約
し

京
都
の
福
祉
の『
こ
れ
か
ら
』を
提
案

し
ま
す
。

　
発
揮
す
る
機
能

　
▼
協
働
す
る
機
能

　
▼
情
報
を
収
集
し
、
発
信
す
る
機
能

　
▼
提
言
す
る
機
能

　
事
業
展
開
の
柱

１
． 「
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
自
立
支

援
」と「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組

み
」の
一
体
的
な
推
進

　
生
活
困
窮
と
社
会
的
孤
立
を
地
域
福

祉
の
本
来
的
な
課
題
と
捉
え
、
生
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
人
へ
の
個
別
支
援

と
、「
地
域
の
力
」を
高
め
る
取
り
組
み

を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

２
． 

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働
の

促
進
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

　
社
会
福
祉
法
人
が
公
益
的
な
役
割
を

一
層
発
揮
し
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
解

決
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
権
利
擁
護
と
、
利
用
者
と

事
業
所
と
の
対
等
な
関
係
・
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

３
． 

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
・

育
成
の
た
め
の
総
合
的
な
事
業
の
推

進
　
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
総

合
的
な
取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
安
定

的
な
福
祉
基
盤
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

４
． 「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」と

「
被
災
者・被
災
地
の
思
い
に
添
っ
た

災
害
支
援
活
動
」の
推
進

　「
防
災
・
減
災
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
被
災
地
主
体
の
活
動
を
支

援
し
一
日
も
早
い
生
活
の
復
旧
・
復
興

を
め
ざ
し
ま
す
。

５
． 

幅
広
い
協
働
に
よ
る
事
業
の
展
開

　
社
会
的
孤
立
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
福
祉
課
題
を
可
視
化
さ
せ
、
新
た
な

枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
福
祉
分

野
を
超
え
た
多
様
な
団
体
や
機
関
の
参

画
を
促
し
、
解
決
に
向
け
た
歩
み
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
し
ま
す
。

　
組
織
基
盤
の
強
化
計
画

　
京
都
府
社
協
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を

果
た
す
た
め
に
は
、
組
織
基
盤
の
安
定

が
不
可
欠
で
す
。
会
員
構
成
や
役
員
体

制
を
含
め
た
組
織
の
機
能
強
化
を
は
か

る
と
と
も
に
、
社
協
職
員
と
し
て
必
要

な
視
点
の
共
有
や
力
量
を
高
め
る
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
組
織
を
支
え
る
財
源
基
盤
を

安
定
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
理
念

　
つ
な
が
り
を
と
お
し
て
、
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ
て

　
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
京
都
を
め
ざ
し
ま
す
。

資料

第4次中期計画の構成

発揮する機能
▶協働する機能
▶情報を収集し、
　発信する機能
▶提言する機能

事業展開の柱

組織基盤の強化計画　▶組織基盤の強化　▶財政基盤の強化

１ 「生活に困窮する人の自立支援」と「社会的孤立を防ぐ取り組み」の一体的
な推進 

２ 社会福祉法人の連携・協働の促進と福祉サービスの質の向上
３ 福祉・介護人材の確保・定着・育成のための総合的な事業の推進
４ 「防災・減災のまちづくり」と「被災者・被災
地の思いに添った災害支援活動」の推進

５ 幅広い協働による事業の展開

5 京都の福祉　vol.547 4京都の福祉　vol.547



45

福
祉
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け

　
私
の
地
元
、
南
丹
市
美
山
町
は
昔

な
が
ら
の
付
き
合
い
の
あ
る
地
域
で

す
。
地
域
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
を

も
つ
方
も
暮
ら
し
て
お
ら
れ
、
住
民

同
士
が
声
を
掛
け
合
い
助
け
合
い
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
環
境
で
育
ち
、
暮
ら
し
の
お
手
伝

い
を
す
る「
福
祉
」の
仕
事
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
一
般
企
業
に
就
職
し

ま
し
た
が
、
や
は
り
福
祉
の
仕
事
に

就
き
た
い
と
思
い
南
丹
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
転
職
し
ま
し
た
。
入
職
後
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
福
祉
事
業
を

経
て
、
現
在
は
C
S
W
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）と
し

て
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
で
は
、
経
済
的
困
窮
と

社
会
的
孤
立
の
問
題
を
抱
え
る
方
々

へ
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
気
や
障
が
い
、引
き
こ
も
り
、D
V

な
ど
生
活
困
窮
状
態
に
陥
る
理
由
は

様
々
で
す
が
、
お
話
し
を
聞
く
中
で

人
と
人
と
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　「
生
活
困
窮
」と
い
う
と
経
済
的
な

保
障
が
思
い
浮
か
び
が
ち
で
す
が
、

私
は
家
族
や
地
域
、職
場
で
の「
つ
な

が
り
」が
と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
就
い
た
こ
と

で
、
私
自
身
が
家
族
や
職
場
、
友
達

や
地
域
の
人
、
多
く
の
人
の
支
え
が

あ
っ
て
、
生
活
で
き
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
今
、
私
が
関
わ
っ

て
い
る
方
は
そ
の
よ
う
な「
つ
な
が

り
」が
薄
か
っ
た
り
、途
絶
え
て
い
た

り
す
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
血
縁
で
も
地
縁
で
も
な
い
、
支

援
を
通
じ
て
巡
り
合
う
一
期
一
会
の

「
縁
」を
大
切
に
し
、
南
丹
市
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●おおひがし ゆみこ
施　設　名：社会福祉法人　南丹市社会福祉協議会
事業所住所：京都府南丹市日吉町保野田垣ノ内11番地
HP／URL：http://care-net.biz/26/nantanshakyo/index.php
TEL.0771-72-3220　FAX.0771-72-3222
職　　　種：CSW（コミュニティソーシャルワーカー）
経 験 年 数：3年9カ月（H27年7月時点）
▶好きな言葉：実るほど頭を垂れる稲穂かな
▶夢中になっている事：  茶道

大東 由美子さん

夢中！ 熱中！

ふくしびと

支
え
あ
って
つ
な
が
り
あ
え
る

地
域
社
会
の
た
め
に

だから続けたい この仕事

福祉の現場で働く人た
ちの熱い想

い・メッセージを伝え
るコーナーで

す。京都府内で “熱い福祉
”を “夢

中” で実践している方々に
スポッ

トをあてて、元気や楽
しさ、やりが

いを “生” の声でお届けし
ます。

支援を通じて巡り合う
一期一会の「縁」を大切に一期一会の「縁」を大切に

●  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
の
適
正

実
施
を
監
視
・
助
言
す
る
た
め
、
11
市

区
町
村
社
協
の
実
地
調
査
を
実
施
。

◇ 
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
等

支
援
機
構

　（
事
務
局
受
託
）

●  

受
診
件
数
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野

1
8
3
件（
前
年
度
比
17
・
3
%
増
）、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
分
野
70
件（
前
年
度
比

2
・
8
％
減
）の
合
計
2
5
3
件（
前
年

比
10
・
9
%
増
）。

●  

第
三
者
評
価
の
受
診
促
進
を
図
る
た
め
、

「
出
張
講
座
」
の
実
施
や
チ
ラ
シ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成

　
福
祉
・
介
護
現
場
の
人
材
確
保
に
つ
い

て
、
従
来
事
業
の
充
実
と
と
も
に
、
新
規

事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

●  

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
で

は
、
求
人
登
録
数
9
4
0
0
人
、
求
職

登
録
者
数
2
8
1
4
人
、
内
定
者
数

1
2
2
6
人
。

●  

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
を
計
４
回
開
催
、

求
職
者
数
1
3
8
2
人
、
内
定
者
数

2
0
7
人
。

●  

府
内
各
大
学
等
で
、
福
祉
職
場
の
魅
力

等
を
説
明
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
年
10
回

実
施
し
、
延
5
3
0
人
が
参
加
。

●  
質
の
高
い
人
材
確
保
と
定
着
率
向
上
を

め
ざ
し
て
、
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成

認
証
法
人
等
が
実
施
す
る
処
遇
改
善
に

つ
な
が
る
事
業
に
支
援
を
実
施
し
た

（
68
法
人
）。

●  

福
祉
人
材
の
資
質
向
上
と
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
研
修

を
31
コ
ー
ス
、
延
1
2
4
日
開
催
し
、

4
0
4
5
人
が
受
講
。

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
と

災
害
時
要
配
慮
者
支
援
の
取
り
組
み

　
平
常
時
か
ら
の
防
災
・
減
災
を
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
た
取
組
の
推

進
と
と
も
に
、
発
災
時
に
は
、
迅
速
な
現

地
支
援
活
動
を
広
域
的
・
後
方
支
援
と
し

て
展
開
し
ま
し
た
。

●  

平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害
に
際
し
て
、

福
知
山
市
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
資
器
材
整
備
、
ス
タ
ッ

フ
派
遣
、
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
事
務
局
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

バ
ス
の
運
行
等
の
後
方
支
援
を
実
施

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
4
8
9
9
人
、
バ
ス

運
行
７
日
間
・
18
台
・
6
8
6
人
）。

●  

常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
推
進（
26
年
度
設
置
６
カ
所
、計

15
カ
所
設
置
）。

平成26年度決算の概況（一般会計）

経常収入内訳 経常支出内訳

経常収入 決算額
補助･委託金収入 458,524,999
共同募金配分金 9,130,000
会費収入 14,970,800
寄付金収入 5,064,467
事業収入 89,005,258
預金利子 22,040,974
その他 19,634,445
総　計 618,370,943

経常支出 決算額
人件費 214,453,106
事務的経費（印刷費・通信費など） 10,613,416
地域福祉・ボランティア振興関係事業費 13,030,206
共同募金配分金事業費 9,162,782
権利擁護・苦情解決等利用者支援関係事業費 86,739,380
福祉人材確保関係事業費 228,094,289
その他の事業費等 15,670,476
総　計 577,763,655

※ 民間社会福祉施設整備資金にかかる収支等を除く実質的な収支

その他
3.2％

補助･委託金収入
74.2％

共同募金配分金
1.5％

会費収入
2.4％

寄付金収入
0.8％ 事業収入 

14.4％

預金利子
3.5％

その他の事業費等
2.7％

人件費
37.1％

事務的経費
（印刷費・通信費など）
1.8％
地域福祉・ボランティア
振興関係事業費
2.3％
共同募金配分金事業費
1.6％
権利擁護・苦情解決等
利用者支援関係事業費
15.0％

福祉人材確保
関係事業費
39.5％

その他の事業費等
2.7％

人件費
37.1％

事務的経費
（印刷費・通信費など）
1.8％
地域福祉・ボランティア
振興関係事業費
2.3％
共同募金配分金事業費
1.6％
権利擁護・苦情解決等
利用者支援関係事業費
15.0％

福祉人材確保
関係事業費
39.5％
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●  「京都の福祉」へのご意見、ご感想、とりあげてほしいテーマなどをお寄せください。
表紙の写真も募集中です。（テーマ「笑顔」）

●  本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp

本紙は、共同募金
の配分金によって
つくられています。

京都府社協 検索

案内 第18回（平成27年度）
京都府介護支援専門員実務
研修受講試験について

【試験日・会場】
●  日時　  平成27年10月11日（日）
　　　　10:00 ～ 12:00
●  会場　立命館大学　衣笠キャンパス
【試験案内（申込書）の配布】
●  ６月８日（月）から７月21日（火）まで
●  市区町村役場（介護保険担当課）、府
広域振興局、保健所等で配布

【受験申込受付期間】
●  ７月７日（火）から７月21日（火）まで
●  所定の封筒を使用した「簡易書留」で
の郵送による申込みのみ
●  ７月21日（火）の消印まで有効
【受験手数料】　7,700円
●  問い合わせ先
京都府社会福祉協議会　
介護支援専門員実務研修受講試験室
TEL.075-254-3844（土曜・日曜・祝
日を除く午前９時から午後５時まで）

案内 平成27年度　介護支援専門員
（ケアマネジャー）実務研修受
講試験のための受験対策講座

●  日程　  ７月25日（土）、８月１日
（土）、８月22日（土）、９月
12日（土）、10月３日（土）

●  時間　  10:00 ～ 16:30
●  会場　京都社会福祉会館
●  受講料　１日につき7,000円
●  指導講師　伊東利洋氏
　　　　　　（有）いとう総研　取締役
●  テキスト　  ケアマネジャー試験確実

合格指南書15年版
開催要綱は、市区町村役場（介護保険担
当課）、ハートピア京都等で配布してい
ます。

案内 社会福祉士受験対策セミ
ナー　スタートダッシュ

●  日時　８月２日（日）10:00～16:30
●  会場　京都社会福祉会館
●  受講料　7,000円

●  指導講師　伊東利洋氏
　　　　　　（有）いとう総研　取締役
●  問い合わせ先
京都府福祉人材・研修センター研修課
TEL.075-252-6296

紹介 ひとり親家庭いきいきふれあ
い事業（キャンプ）参加者募集

●  とき　    平成27年８月８日（土）
～９日（日）１泊２日

●  ところ　「 京都府立丹後海と星の見
える丘公園」他　宮津市

●  内容　    海水浴・交流会　等
●  参加できる人
　  京都府内（京都市を除く）に住む父子
家庭の父と子（18歳未満）30組程度

●  申し込み　平成27年７月17日（金）
までに所定の申込書をお近くの民生
児童委員までご提出ください。
●  問い合わせ先
（主催）京都府民生児童委員協議会　
TEL.075-256-7083　FAX.075-256-7084

Information京都府社会福祉協議会からのお知らせ
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